
赤磐市不適正事務処理に関する第三者委員会（第１回） 

日時：令和２年２月２８日

午後１時３０分～午後２時１５分 

場所：赤磐市役所３階第１会議室 

次 第 

１ 開 会 

２ 委員紹介 

３ 委嘱状の交付 

４ 議 題 

（１）正副委員長の選任について

（２）第三者委員会運営要綱の制定について

（３）今後の委員会の進め方について

（４）その他

５ 閉 会 

（資料） 

資料１ 委員名簿 

資料２ 赤磐市不適正事務処理に関する第三者委員会条例 

資料３ 諮問書 

資料４ 赤磐市不適正事務処理に関する第三者委員会要綱（案） 
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赤磐市告示第  号 

赤磐市不適正事務処理に関する第三者委員会運営要綱を制定したので、赤磐市公告式条

例（平成１７年赤磐市条例第３号）第４条の規定により公表する。 

令和２年  月  日 

赤磐市長  友 實 武 則 

赤磐市不適正事務処理に関する第三者委員会運営要綱 

（趣旨） 

第１条 この告示は、赤磐市不適正事務処理に関する第三者委員会条例（令和元年条例第

４８号。以下「条例」という。）第９条の規定に基づき、赤磐市不適正事務処理に関する

第三者委員会（以下「委員会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（会議の公開等） 

第２条 委員会の会議（開催が予定されている会議を含む。）の公開又は非公開については、

委員長（条例第４条第１項の規定により定められた委員長をいう。以下同じ。）が委員に

諮って決定する。 

（傍聴の手続） 

第３条 会議を傍聴しようとする者は、住所及び氏名等を所定の傍聴受付簿に記入し、職

員の指示に従って傍聴席に入らなければならない。 

２ 傍聴は、委員長が定める定員の範囲内で先着順とする。 

（傍聴できない者） 

第４条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴することができない。 

（１） 酒気を帯びていると認められる者

（２） 会議の妨害となると認められる器物等を携帯している者

（３） その他会議の公正又は円滑な運営を害するおそれがあると委員長が認めた者

（傍聴人の遵守事項） 

第５条 傍聴人は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 静粛を旨とすること。

（２） 私語、談話又は拍手等をしないこと。

（３） みだりに傍聴席を離れないこと。

（４） 飲食又は喫煙をしないこと。

（５） 前各号に掲げるもののほか、会議の妨げとなるような行為をしないこと。

（違反に対する措置） 

第６条 委員長は、傍聴人がこの要綱の規定に違反したと認めるときは、直ちにその行為

を中止させ、その命令に従わないときは、当該傍聴人を退場させることができる。 

２ 前項の規定により退場を命ぜられた者は、当該退場を命ぜられた会議を再び傍聴する 

ことができない。 
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（録音等の許可） 

第７条 傍聴人は、傍聴席において写真、映像等を撮影し、又は録音等をしようとすると

きは、あらかじめ委員長の許可を得なければならない。ただし、報道関係者については、

管財課への届出をもって委員長の許可に代えることができる。 

（事務局） 

第８条 委員会の事務局は、総務部総務課に置く。 

 （その他） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮り、これを定める。 

２ 前項に規定する手続については、書面（電磁的記録を含む。）によりこれを行うことが

できる。 

附 則 

この告示は、公表の日から施行する。 
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